
 

 

 

物  質  名 フェノブカルブ ＤＢ－42 

別  名 

メチルカルバミン酸-2-ｓ-ブチル

フェニル 
バッサ  
2-(1-メチルプロピル)-フェニル

-N-メチルカルバメート 
2-Sec-ブチルフェニル-N-メチル

カルバマート  
BPMC 

CAS 番号 3766-81-2 
PRTR 番号 第 1 種 330 
化審法番号 3-2211 

構 造 式 

 

分子式 C12H17NO2 分子量 207.3 
沸点 112～113℃（0.2 mmHg）1) 融点 26.5～31℃ 1) 
蒸気圧 0.00143 mmHg（25℃）2) 換算係数 1 ppm = 8.48 mg/m3（25℃） 
分 配 係 数（log Pow） 2.78 3) 水溶性 680 mg/L 1) 

急急急    性性性    毒毒毒    性性性    
 
 動物種 経路 致死量、中毒量等  
 マウス 経口 LD50 173 mg/kg 4)  
 ラット 経口 LD50 350 mg/kg 4)  
 ラット 吸入 LC50 > 2,500 mg/m3 5)  

 

中中中    ・・・    長長長    期期期    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.003、0.009、0.027、0.081、0.162％の濃度で餌に添加して 90 日間投与した結果、

0.027％以上の群の雌雄で肝臓の絶対及び相対重量の増加、雄で胸腺の退行変性がみられ、

0.081％以上の群の脾臓で胆鉄細胞沈着、0.162％群で体重増加の抑制がみられた。この結果か

ら、NOEL は 0.009％（雄で 9.3 mg/kg/day、雌で 14.5 mg/kg/day 相当）であった 5) 。 
・ラットに 0、0.001、0.003、0.01、0.03％の濃度で餌に添加して 2 年間投与した結果、0.03％群

で好中球分画の増加を伴う白血球数の減少がみられた。この結果から、NOEL は 0.01％（雄

で 4.1 mg/kg/day、雌で 4.9 mg/kg/day 相当）であった 5) 。 
・イヌに 0、0.01、0.04、0.16％の濃度で餌に添加して 2 年間投与した結果、0.16％群で ALP 活

性の上昇がみられた 5)。この結果から、NOEL は 0.04％であった 5) 。 
・ラットに本物質を 2 年間経口投与した実験で NOEL が 1.2 mg/kg/day との報告 6) があり、ま

た、本物質の残留農薬基準設定に係わる許容一日摂取量（ADI）は 0.012 mg/kg/day であり、

この ADI は水道水質基準（厚生省）及び水質汚濁に係る人の健康の保護に関する環境基準（環

境省）の要監視項目の指針値設定の際に根拠とされている 7,8,9) 。 

生生生    殖殖殖・・・発発発    生生生    毒毒毒    性性性    

・ラットに 0、0.003、0.03％の濃度で餌に添加して行った三世代試験の結果、交尾、妊娠、出

産の影響を認めなかった 5) 。 
・ ラットに 0、0.05、0.15、0.3％の濃度で餌に添加して妊娠 6 日目から 16 日目まで投与した結

果、母ラット及び仔の影響はみられなかった 5) 。 
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・ ウサギに 0、5、20、80 mg/kg/day を妊娠 6 日目から 16 日目まで混餌投与した結果、母ウサギ

では 20 mg/kg/day 以上の群で体重増加の抑制がみられたが、仔では影響を認めなかった 5) 。

ヒヒヒ    トトト    へへへ    ののの    影影影    響響響    

・本物質はカーバメート系の殺虫剤であり、他のカーバメート剤と同様にコリンエステラーゼ

活性阻害を起こす 10) 。 
・カーバメート剤による中毒症状は、暴露後 2、3 分で現われ、2、3 時間持続するが、急速に

代謝・排泄されるため、数時間で回復し、赤血球及び血漿中のコリンエステラーゼ活性が正

常に戻った 11) 。 
・スミバッサⓇ乳剤 75（本物質 30％、フェニトロチオン 45％）の航空散布調査における散布直

下での気中濃度は、散布直後で 1.64 mg/m3、3 分後で 0.47 mg/m3、60 分後で 0.03 mg/m3 であ

り、10 人の調査員で血漿及び血球のコリンエステラーゼ活性の阻害は認められなかった 12,13)。

発発発    ががが    んんん    性性性    

IARC の発がん性評価： 評価されていない。 

許許許    容容容    濃濃濃    度度度    
 
 ACGIH  －  
 日本産業衛生学会 10) 5 mg/m3  
 

暫暫暫    定定定    無無無    毒毒毒    性性性    量量量    等等等    ののの    設設設    定定定    

 経口暴露については、ラットの中・長期毒性試験から得られた NOEL 1.2 mg/kg/day を採用し、

同値を暫定無毒性量等に設定する。 
 吸入暴露については、ヒトの許容濃度 5 mg/m3 があるが、これは毒性作用の類似したカルバ

リルの知見に基づいたものであるため、暫定無毒性量等は設定できなかった。 
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